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展示発表や舞台発表など、多くの催しを予定しています。
皆さんお誘い合わせのうえ、ご来場ください。

缶百害E霜害実兎 偏罰百彦賓~

-市民音楽祭
日 時 10月22日(日)午後 1時30分
出演団体 邦楽の部、合唱の部、器楽の部

個人の部

入場料 300円

問い合わせ 音楽団体協議会

(宮53・4111内線375)

.舞台芸術祭
日 時 11月19日(日)午後12時30分
出演団体 詩吟、日舞、謡曲、華道吟、民踊、

歌謡、大正琴、民謡

入場料 300円

問い合わせ 文化課(内線369)

.市民いけばな展
日時 10月21日(土).22日(日)
午前9時~午後 5時

・市民茶会
日時 10月22日(日)
午前10時~午後4時
二席 600円

・市美術展覧会
日時 11月1日(水)-6日(月)
午前9時~午後6時
( 6日は午後4時まで)

.盆栽展
日時 11月1日(水)-6日(月)
午前9時~午後6時
( 6日は午後4時まで)

.寒蘭展
日時 11月18日(士)

19日(日)
午前9時~午後4時
(19日は午後3時まで)

・文芸大会
日時 11月23日(木)
午前10時~午後 5時

-~1BJ~Dj 

-菊花展
日時 10月28日 (土)-11月5日 (日)

「人づくり夢コンサートJ
第9田原田靖&シティ・スウィンガーズ・コンサー卜

原因 靖 小山由希子 小林 清

期日 11月12日(日)
場 所 市民会館
時 間 畳の部・・・午後 1時 夜の部…午後6時
入場料 (全席自由)大人 3，000円 (当日3，500円)

ペア5，500円(前売りのみ)
小・中・高校生 500円(当日600円)

出演者 原田靖&シティ・スウィンガーズ
ゲスト 小林清(ギター、バンジョ一、ウクレレ)

小山由希子(ボーカル)
共 演 旭が丘合唱クラブ、ビッグ・カントリー・ジャズオーケストラ
チケット販売所 浜屋百貨庖大村屈 ・長崎浜屋プレイガイド、

ミュージックス ・ホンダ、文化課、コミセン、
シーハットおおむら、中地区公民館、図書館、
市民会館、 各出張所

問い合わせ 文化課 (n53-4111 内線369、372)

午前10時~午後6時(5日は正午まで)

第40回
大村市美術展覧会
作品募集

部門と出品点数 洋画、書、写真… 1人l点

日本画、デザイン、彫塑・ 工芸

…l人 2点以内

(自作、未発表作品に限ります)

出品手数料 1点につき1，000円(高校生は500円)

募集期間 10月4日(水)-13日(金)

作品搬入 10月31日(火)

午前10時~午後 1時

コミセンヘ

申し込み・問い合わせ

文化課内 「大村市展j事務局(内線369)
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中学校吹奏楽部

「定期演奏会」
コミセンで定期的に活動しているグループが日頃の成果を発表します。

多数の見学をお待ちしています。
入場無料

【 展示発表の部 】
10月14日(土)-16日(月)午前9時~午後5時

(16日は午後4時まで)
(出品予定)

中国語・古文書・俳句・ 川柳・油絵・水墨画・写真・ちぎり絵・彫刻・木彫
押花・藤手芸・布の花・革工芸・日本人形 ・パッチワーク・書道・ペン習字

華道・フラワーアレンジメント等

舞台発表の部 】
10月14日(土)午後1時~午後8時30分(予定)
10月15日(日)午後12時15分~午後8時30分(予定)

(出演予定)
ウクレレ・合唱 ・尺八 ・大正琴 ・剣舞・詩舞 ・民踊 ・日舞

モダンバレエ・フラダンス・エアロビクス・健康体操・カラオケ等

第8回大村中学校
日時 10月1日(日)

午後1時30分

会場 市民会館

問い合わせ 坂中 (n53-1333)

第10回郡中学校
日時 10月8日 (日)

午後 2時

会場 市民会館

問い合わせ 中村 (岱55-8318)

コミセン全館

(シーノ1ットおおむら内)

中央公民館利用グループ代表者

連絡協議会

・問い合わせ 中央公民館

t曇.会

催.主
n54・3161

第
一弱
国
お
お
む
ら
祭
り

第
羽
田
「
お
お
む
ら
祭
り
」
が
市
民
会
館
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
年
も、

多
く
の
市
民
の
方
々
が
参
加
で
き
る

よ
う
道
行
な
ど
、
祭
り
へ
の
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

期
日

日
月
3
日
(
祝
)

お
祭
り
広
場

市
民
会
館
駐
車
場

(
道
行
出
発

地

点

皇

大

神

宮

午

前

叩

時

初

分

)

出
演
種
目

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
、
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
マ
ー
チ
ン
グ
、
民
踊
道
行
、
沖
田
踊
、
木
場
龍
踊
、

大
村
獅
子
舞
、
樽
み
こ
し
、
な
ど

*
エ
ア

l
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
も
設
置
し
ま
す
。

祭
へ
の
出
演
団
体
募
集
中

町
内
、
職
場
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

出
し
物
な
ど
詳
し
く
は
、
協
賛
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

(大 間10申
宮村い 月 し
53祭 合 10込
|協 わ 日み
4景せ(習
2云火切
っ事 )り

2意

第14回桜が原中学校
日時 10月28日 (土)

午後 1時30分

会場 市民会館

問い合わせ辻 (n55・1166)

第10回玖島中学校
日時 10月15日 (日)

午後 l時30分

会場 市民会館

問い合わせ 斉藤 (n53・3401)

第16回西大村中学校
日時 10月29日 (日)

午後 1時30分

会場 市民会館

問い合わせ 一瀬(岱53・2360)

ミし=?ふ三彩。霊
「絃@淘富まつりJ
時 10月7日(土)-9日(祝)
午前9時~午後5時
窯出しオークション

( 8日午後2時-)
利用者作品展示即売

伝統工芸 「長崎三彩」展示即売

陶芸教室、 地域特産品即売

飲食コーナー ほか

問い合わせ

身体障害者授産施設 三彩の里

n55-8833 FAX55-8294 

物

日

催

大村文芸「俳句大会J
作品募集

開催日 11月23日(祝)
受付 午前10時
会場コ ミセン

募集句 当季雑詠、 3句(未発表に限る)
会費 1. 0 0 0円
締め切り 10月28日(土)
申し込み・問い合わせ

長山 (n52-4219)
〒856-0835 久原 1丁目的
当日嘱目句 2句
(当日の写生旬、正午締め切り・互選)

皆さん多数の

ご来場を

お待ちします。
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虎
島
和
夫
防
衛
庁
長
官
就

i

防
衛
庁
長
官
就
任
祝
賀
会

!

任
を
兄
-つ

お
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る

町
情
報
通
信
技
術

(
l
T
)
草
命

ー
講
演
会

「i
T
革
命
時
代
に
お
け
る
地
域
社
会
と
産

虎
島
和
夫
代
議
士
の
防
衛
庁
長
官
就
任
祝
賀
会
が
、
金
子
長
崎
県
知

事
・
林
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
防
衛
庁
お
よ
び
自
衛
隊
関
係
者
な
ど
多
数

の
来
賓
を
は
じ
め
、
市
内
外
か
ら
約
4
5
0
人
の
出
席
者
の
祝
福
を
受
け
、

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
は
「
我
が
国
の
安
全
保
障
を
取
り
巻
く
環
境
お
よ
び
対
応

が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
る
時
に
、
虎
島
代
議
士
が
就
任
さ
れ
た
こ
と
は

最
も
ふ
さ
わ
し
い
人
事
だ
と
、
地
元
を
あ
げ
て
大
い
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
国
の
防
衛
、
国
民
の
安
全
の
た
め
、
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

-4-

業
」
開
催
i

側
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講
演
会
が
、
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
市
内
外
の
各
事
業
所
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
を
前
に
、

側
N
E

C
総
研
社
長
の
阿
片
公
夫
氏
が
、
今
後
の

l
T
革
命
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
を

1
レ
宇
品

l
u
h
~

。

こ
の
中
で
阿
片
氏
は
「
l
T
革
命
に
よ
り

"
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
手
軽
に
・

早
く
“
情
報
の
や
り
と
り
が
可
能
に
な
る
ほ
ど
産
業
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
地
域
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、
こ
の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

元
気
で
す

1
0
1
歳

開
啓
太
郎
さ
ん
(
明
治
沼
年
8
月
初
日
生
ま

れ

・
宮
小
路
三
丁
目
)
が
1
0
1
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
が
開
さ
ん
を
訪
れ
、
お
祝
い
の
花

束
や
長
寿
祝
金
を
贈
り
、
誕
生
日
を
祝
い
ま
し

た
。
開
さ
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
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第四圏
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福場
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裂備
|え

て

豪
雨
や
地
震
災
害
に
備
え
て
迅
速
か
つ
的
確
な
防
災
活
動
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
市
民
の
方
に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
目
的

で
、
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
で
総
合
防
災
訓
練
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
関
係
機
関
・
団
体
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
延
べ

9
0
0
人
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
倒
壊
家
屋
や
埋
没
車
両
か
ら
の
救
助
、

ガ
ス
管
や
水
道
管
の
応
急
復
旧
、
堤
防
の
損
壊
防
止
な
ど
と
い

っ
た
専

門
的
な
訓
練
か
ら
、
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火
ま
で
、
幅
広
い
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
下
の
防
災
訓
練
で
は
初
め
て
、
捜
査

・

救
出
訓
練
に
は
警
察
犬
ホ
ー
ム
ズ
号
も
登
場
。

参
加
者
は
、
万
一
の
災
害
に
備
え
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

剖
新
世
紀
の
地
域
づ
く
り
の

川町

あ
り
方
を
探
る

|

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
長
崎
大
会

l

シ
ー
ハ

ッ
ト
お
お
む
ら
で
、
大
村
市
と
自
治
省
の
外
郭

団
体
で
あ
る
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
、
長
崎
県
地

域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
全

国
規
模
の
研
修
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
「
全
国
の
地
域
づ
く
り
の
花
が
咲
き
そ
ろ

い
ま
す
。
8
月
長
崎
で
」
;
引
世
紀
に
伝
え
た
い
地
域
づ

く
り
j
を
開
催
テ
ー
マ
と
し
て
、
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
や

全
国
地
域
"つ
く
り
団
体
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、

自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
地
域
"つ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
団
体
や
個
人
な
ど
約
6
0
0
人
が
参
加
し
、
お
互
い

の
情
報
交
換
や
親
睦

を
深
め
、
交
流
の
輪

を
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

木
場
龍
踊
り
や
地
元

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

ー望書面厄議事

・官製はがき・封書
・ 「市民の声ファックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちはj
(投書箱:市役所、 各出張所に設置)
などを利用 して次の事項を記入のうえ、
送ってください。
①質問事項 軍住所 ・氏名・ 電話番号

生イ市総合福祉センターの土足での入館について。
faj::.ち身体障害者にとって、靴のはき替えは大変な
ことです。一部はわ宝で入室できるようになりましたが、
トイレは土足では利用でき ません。早急な対応を熱望
します。

t 

-区都民司園苗圏直話自国・

干856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん lはいつ!J係

i福祉センターは、 1階の大会議室は土足での利用が
できるように改善しました。トイレにつきましては、
ご不便をおかけしていますが、施設管理の問題や隣接
した身体障害者福祉センターも含め、対応を検討した
いと思っています。また、2階は和室等が多く、土足
利用は冨難ではないかと思っています。

私がお答えします

脳倉‘h

品中
iE V2A 
乏 ・⑮
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平成12年度

平成12年6月26日から 7月14日まで

市内8地区で市政懇談会を開催しました。

市政懇談会は公聴制度の一つで

市民の要望や地域の課題を的確に把握し

市政に反映させることを目的として毎年実施しています。

市長をはじめ助役、収入役、教育長、水道管理者ほか各部長が出席

し、地元の皆さんと活発な意見交換を行いました。

以下、今年の懇談会の主な内容をご紹介します。(回答は要旨)

、
司
d
F

【
中
央
商
庖
街
の
活
性
化
対
策
}

，
晴
、

大
村
市
の
商
工
業
振
興
の
中
で
、
特
に
中
央
商
庖
街
の
活

(

性
化
対
策
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

国

大
村
市
の
顔
と
し
て
の
商
庖
街
が
衰
退
し
て

い
る
こ
と
で
、

大
き
な
問
題
と
な

っ
て
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
今
年

4
月

に
「
大
村
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
基
づ

い
て
、
※
T
M
O
と
い
う
、
中
心
市
街
地
の
街

づ
く
り
を
管
理
・
運
営
す
る
機
関
を
設
け
、
活
性
化
に
向
け

た
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
推
進
母
体
と
し
て
は
、

商
工
会
議
所
が
担
う
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
T
M
O
で
や
る

べ
き
内
容
に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

の
認
定
を
受
け
て
正
式
に

T
M
O
機
関
と
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
運
営
費
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。
平
成
氾
年
度
か

ら
は
、
T
M
O
が
各
種
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
商
業
等
の

活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
T
M
O
の
中
に
事
業
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し

て
、
中
心
部
商
庖
会
長
、
消
費
者
代
表
、
町
内
会
長
、
商
工

会
議
所
お
よ
び
市
役
所
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
け
、
各
種
事

業
計
画
を
作
成
し
、
実
現
化
を
図
り
ま
す
。

-6-

、
咽
d
F

【
森
園
公
園
で
の
犬
の
ふ
ん
処
理
}

，
団
、

森
国
公
園
が
完
成
し
、
朝
晩
散
歩
し
て

(

お
り
ま
す
が
、
犬
を
連
れ
て
の
散
歩
が

非
常
に
多
く
、
そ
の
中
に
鎖
を
外
し
て

散
歩
を
し
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
、
ふ
ん
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
早
急
な
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

困

何
度
と
な
く
苦
情
を
聞
い
て
お
り
、
事
情
は

良
く
把
握
し
て
い
ま
す
の
で、

効
果
的
な
対
策

が
取
れ
な
い
か
検
討
し
、
早
急
に
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※TMOとは、まちづくりを運営 ・管理するまちづくり機関で、

タウン・マネージメント ・オーガニゼーションの略です。
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~し
お
お
せ
う街
道

、
司
d
F

【
道
路
の
愛
称
】

，
川
、

久
原
梶
ノ
尾
線
、
池
田
森
園
線
、
杭
出

(

津
松
原
線
等
立
派
な
道
路
が
で
き
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
名
称
が
分
か
り
に

く
い
の
で
、
大
都
市
で
使
っ
て
い
る
よ

う
な
何
々
通
り
と
い
う
よ
う
な
愛
称
を

付
け
る
よ
う
な
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平成12年度市政懇談告

国

昨
年
国
道

4
4
4
号
が
開
通
し
た
の
を
機
会

に
、
全
国
か
ら
愛
称
を
公
募
し
、
「
し
あ
わ
せ
街

道
」
と
い
う
愛
称
を
付
け
て
い
ま
す
。
現
在
、

国
道

4
4
4
号
沿
い
に

5
箇
所
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
道
路
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
高
速
道
路
の
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
桜
馬
場
交
差
点
ま
で
、
桜
馬
場
交
差
点
か

ら
空
港
方
面
へ
向
か
い
マ
ッ
ハ
ヤ
石
油
ま
で
と

い
う
よ
う
に
区
間
を
限
定
し
、
多
く
の
方
の
意

見
を
聞
い
て
愛
称
を
募
集
し
、
付
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

、
司
d
F

{
住
民
セ
ン
タ
ー
に
昇
降
設
備
の
設
置
】

，

M
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高

(

齢
者
・
独
居
老
人
に
対
す
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、

住
民
セ
ン
タ
ー
の
2
階
和
室
を
利
用
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
足
が
不
自
由
な
た
め
参
加
で

き
な
い
老
人
が
多
い
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

国

市
内
に
は

7
つ
の
出
張
所
が
あ
り
、
す
べ
て

2
階
建
て
で
、

建
設
当
初
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
昇
降
機
は
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ
る
公
共
施
設
の

整
備
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物
の
構
造
上
ス

ペ
ー
ス
が
と
れ
な
い
こ
と
と
、
ま
た
階
段
に
昇
降
機
を
付
け

る
に
し
て
も
階
段
の
幅
が
狭
く
て
、
消
防
法
に
抵
触
す
る
こ

と
も
あ
り
、
設
置
す
る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

屋
外
設
置
に
つ
い
て
も
、
建
築
課
と
協
議
し
、
外
向
け
の

ス
ロ
ー
プ
が
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

1
階
に
あ

る
会
議
室
を
、
和
室
と
し
て
利
用
で
き
な
い
も
の
か
、
併
せ

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
司
dF
{
C
O
2
削
減
の
看
板
と
ノ

I
マ
イ
カ
ー
デ
l
}

，
岡
、

「
C
O
2
削
減
の
ま
ち
大
村
」
と
い
う
看
板
が
あ
り
ま
す
が
、
何
の

(

こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
市
で
何
か
具
体
的
に
さ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
月
に
1
回
の
市
職
員
の
ノ
l
マ
イ
カ
ー
デ
I
に
つ

い
て
の
説
明
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

困
c
0
2削
減
の
看
板
は
、
現
在
、
市
内
5
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
o

C
O
2削
減
と
い
う
の
は
、
燃
や
す
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
と
言
い
ま
し
て
、
乗
用
車
、
特
に
パ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
一
旦
停
止
を
し
た
ら
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
か
な
り

C
0
2
の
排
出
が
削
減
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

電
気
と
い
う
の
は
、
石
炭
・
石
油
を
燃
や
し
て
発
電
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
の

太
陽
光
線
を
使
っ
て
発
電
さ
せ
る
太
陽
光
発
電
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の

太
陽
光
発
電
装
置
を
付
け
た
場
合
、
国
と
市
か
ら
補
助
を
す
る
制
度
が
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
も
含
め
て
、
今
年
度
か
ら
均
年
度
に
か
け
て
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

C
0
2削
減
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
ケ
ナ
フ

の
種
の
無
料
配
布
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

C
0
2
を
多
く
吸
収
す
る
ケ
ナ
フ
を

植
え
て
い
た
だ
き
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
市
の
職
員
に
よ
る
、

1
か
月
に

1
回
の
ノ
|
マ
イ
カ
ー
デ
l
を
実
施
し
、

C
0
2削
減
の
た
め
に
、
マ
イ
カ
ー
(
バ
イ
ク
も
含
む
)
を
利
用
せ
ず
に
、
公
共

交
通
機
関
や
徒
歩
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
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、
司
d
F

{

郡
大
橋
付
近
の
河
川
敷
の
整
備
】

，
団
、

郡
大
橋
付
近
の
河
川
敷
は
、
数
年
前
に
県
が
除
草
・
整
地
し
、

(

平
坦
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
、
橋
よ
り
下
流
の
部

分
に
丈
の
高
い
雑
草
が
繁
茂
し
、
ひ
ど
く
荒
れ
た
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
早
急
に
除
草
し
、
平
坦
で
見
通
し
が
効
く
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
、
少
な
く
と
も
景
観
上
見
苦
し
く
な
い

状
態
に
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
地
元
住
民
や
郡
大

橋
を
通
る
方
が
、
河
川
敷
に
降
り
て
憩
え
る
広
場
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

困

市
内
の
あ
る
建
設
業
者
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
郡
大
橋
付
近
の
河
川

敷
の
草
刈
り
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

7
月
1
日
か
ら

3
日
間
作
業
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
草
刈
機
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
状
態

の
た
め
、
重
機
を
入
れ
て
さ
ら
に
作
業
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

草
刈
り
が
済
ん
で
、
そ
の
後
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
は
、
河
川
の
管
理

者
で
あ
る
県
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

郡
大
橋
の
下
の
放
置
車
両
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
県
に
申
し
入
れ
を
し
て

い
ま
す
。

大
村
市
に
お
い
て
、
道
路
、
公
園
等
の
里
親
制
度
と
い
う
も
の
を
検
討

し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
道
路
、
公
園

等
を
清
掃
、
管
理
す
る
こ
と
で
あ
り
、
事
業
所
、
町
内
会
に
対
し
て
、
今

後
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

y 
一

、
司
d
F

{

ゴ
ミ
分
別
収
集
の
必
要
性
の
説
明
】

，
団
、

7
月
か
ら
の
「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

(

ゴ
ミ
分
別
収
集
」
に
つ
い
て
、
広
報
誌
等
で

な
ぜ
や
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
、
が
目
的
な
の
か
、
あ

る
い
は
ゴ
ミ
の
減
量
が
目
的
な
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
。

困

広
報
活
動
、
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
に
+
八
刀
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
ゴ
ミ
分
別
収
集
の
ね
ら
い
は
、
資
源
化
、

リ
サ
イ
ク
ル
化
が
第
一
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ゴ
ミ

の
減
量
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

、
司
d
F

{

身
体
障
害
者
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
}

，
団
、

大
村
市
内
に
は
、
身
体
障
害
者
の
た
め
の
デ
イ
サ

1

1
ビ
ス
が
1
箇
所
も
な
い
の
で
、
市
外
で
サ
l
ビ

ス
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
送
迎
ま
で
は
し
て
も
ら

え
な
い
の
で
、
家
族
の
負
担
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
市
内
に
1
箇
所
で
も
施
設
の
整
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

-8-

岡

市
内
に
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
叩
箇
所
あ
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
は
す
べ
て
樟
害
者
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
利
用
を
申
し
込
む
時
点
で
の
施
設
側
の
空
き
状
況

等
に
よ
り
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
民
間
で
、
身
体
障
害
者
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

施
設
の
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
ク
リ
ア
す

べ
き
問
題
が
あ
り
、
市
と
し
て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

開気記手

(， 



平成12年度布政懇談会

、
司
d
F

{

舟
津
市
道
延
長
の
早
期
着
工
}

，
河
、

舟
津
市
道
(
西
部
町
内
)
は
、
県
道
よ
り

(

2
0
0
m
程
の
引
き
込
み
線
で
行
き
止
ま

り
に
な
っ
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

の
交
通
事
情
、
ま
た
、
災
害
時
等
を
考
え

た
場
合
孤
立
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、

住
民
は
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
市
道
延

長
に
よ
り
、
県
道
へ
の
出
入
り
が
で
き
る

こ
と
を
1
日
で
も
早
く
と
願
う
も
の
で
す
。

国

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
昨
年
市
道
認
定
を
行

な
い
ま
し
た
。
相
当
な
事
業
費
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
防
災
路
等
の
問
題
も
認
識
し
て
お
り
、
工
事

の
早
期
着
工
に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
司
d
F

【
萱
瀬
杉
保
全
】

，

M
‘

萱
瀬
杉
が
「
森
の
巨
人
た
ち
1
0
0
選
」
に
選
ば
れ

(

た
が
、
現
在
参
観
者
が
激
増
し
、
林
地
内
の
土
の
踏

み
固
め
、
樹
木
へ
の
落
書
き
、
皮
削
り
、
火
災
等
生

態
系
の
破
壊
が
憂
慮
さ
れ
る
た
め
緊
急
に
対
策
を
お

願
い
し
た
い
。

国

市
と
し
て
は
今
後
、
保
護
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
森

林
管
理
署
、
林
業
関
係
団
体
、
地
元
有
識
者
、
一
般
市
民
を
構

成
員
と
し
て
、
「
菅
一
瀬
杉
保
全
協
議
会
(
仮
称
)
」
を
発
足
さ
せ

協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
早
急
な
保
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
下
の
道
路
が
作
業
道
路
で
あ
り
、
青
椎
支
線
沿
線
の

関
係
者
友
び
森
林
管
理
署
の
承
諾
を
受
け
た
上
で
、
一
般
車
両

の
通
行
規
制
(
支
線
の
起
点
に
鎖
で
施
錠
を
し
た
り
で
歩
行
に

よ
る
参
観
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
護
林
の
道
際
で
の
参
観
、

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
看
板
設
置
に
よ
り
協
力
を
呼
び
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

、
司
d
F

{

科
学
博
物
館
】

，
団
‘

子
供
の
心
の
目
と
い
う
か
、
科
学
の
自

(

を
育
て
る
た
め
の
科
学
博
物
館
あ
る
い

は
児
童
博
物
館
み
た
い
な
施
設
を
造
っ

て
ほ
し
い
。

悶

市
民
会
館
の
後
ろ
に
、
C
D
や
ビ
デ
オ
の
レ

ン
タ
ル
シ
ョ

ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
閉
鎖
し

ま
し
た
の
で
、
そ
こ
を
改
修
し
て
「
子
供
ふ
れ

あ
い
館
」
に
し
よ
う
と
い
う
構
想
で
予
算
化
を

し
ま
し
た
が
、
買
収
の
関
係
で
遅
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
解
決
し
て
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
暫
定
的
な
施
設
で
あ
る
た

め
、
将
来
構
想
と
し
て
は
、
改
め
て
構
想
を
立

て
、
ど
こ
に
造
る
か
、
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
に

す
る
か
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。
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r， 

マイパック キャンベーン
(買い物袋持参運動)にご協力を!

- 10月1日--31日一
ごみの減量化のため、長崎県全域において、消費者・ 事

業者が自主的努力により「レジ袋」に代えて 「買い物袋」

を持参する運動が取り組まれます。

-匝司;:~Jß"fiiII1・

0買い物の際は買い物袋を持参し、レジ袋を使わないよう
努力しましょう。

。商品購入の際は・ -あわせてリサイクル商品(エコマー

ク商品など)を選択したり、「使い捨て商品」などごみ

の増加につながる商品はなるべく選ばない、 ・・ などに

努めてください。

0なお、大村市では、レジ袋をもらった場合でも使用済み
になったら、 資源 (1その他のプラスチック容器JB類)
として出されるようお願いします。

E重重宝ゆ"ß~

0市民が持参する買い物袋の使用を積極的に受け入れ、レ
ジ袋を辞退した消費者にはスタンプ制度による特典を与え

るなど、レジ袋の削減にご協力ください。

0また、簡易包装に努めていただいたり、庖内放送などで
の呼びかけにもご協力ください。

0なお、本年4月からの 「容器包装リサイクル法jの全面
施行により、レジ袋などの「その他のプラスチック容器j
を使用した事業者は、それらの再商品化の義務が生じてい

ますので、リサイクル負担の軽減のためにもレジ袋などの

削減にご協力ください。

環境美化功労者を表彰
大村市保健環境連合会では、 8月6日(日)市民

大清掃実施時に、保健 ・環境分野で功労のあった10

個人、 8団体に対して「環境美化功労者表彰」を行

pました。表彰を受けられた皆様の今後ますますの

ご活躍を期待するとともに、私達も身近な環境美化

を心がけましょう。

環境美化功労者表彰式の様子

長崎県美しいふるさと推進大会
環境美化の推進について、県民の関心と理解を深

めるため、県民参加による長崎県美しいふるさと推

進大会が開催されます。

日時 10月21日(土)午後l時30分一4時

場 所 長崎ブリックホール(長崎市茂里町)

内 容 環境美化功労者の表彰、講演、アトラクシ

ョンなど

・問い合わせ 環境保全課(内線144)

aIill胃望竃左哲司盟理国司E主主
平成13年4月から指定袋によるごみの収集(燃えるごみ)
が始まることにともない、大村市指定袋の取り扱い庖を募

集します。

応募資格 ①大村市内に小売庖鋪を有し、屈主もしくは従

業員が常駐しているもの。

②指定袋の販売を希望される町内会。

受付期間 10月2日 (月)-31日(火)
取り扱う袋の種類 燃やせるごみ指定袋、大、小の2種類

・申し込み・問い合わせ 清掃課 (ft弘.31∞)
※申込用紙は、各出張所 ・環境保全課及び清掃課に用意し

ています。

fごみとリサイクルj講座
10月13日(金)午後6時30分--8時

内 容 「大村市清掃センターの焼却炉等の施設について」

清掃センターの職員が、焼却炉・し尿処理施設・その他リ

サイクル施設等について説明いたします。

場 所 清掃センター2階大会議室

参加人数 5 0名まで

申込方法 事前に清掃センターへ電話で申し込みをしてく

ださい。(ft54-31∞)
女この講座は来年3月まで毎月第2金曜日、同じ時間に開

催します。

家庭から出た草木の処理について
家庭からの草木(庭木のせん定作業などで出た草木)は、

当分の問、次の方、法で、処理を行ってください。

①土地に余裕があれば堆肥化または埋め込み等で対処してく

ださい。(自然分解)

② l回に2袋を限度として無色透明のごみ袋に入れ、週2回

の燃やせるごみ収集日に出してくださt)0 

③大量に出た場合で袋に入らない枝木は、長さ1.8メートル

以内に切り、 l人で持てる程度にひもでくくり、その他は

無色透明のごみ袋に入れて清掃センターに直接搬入してく

ださい。ただし、その場合は事前に連絡が必要です。

なお、諸事情によりやむを得ない場合は、周囲の迷惑にな

らない程度で焼却をしてください。その場合、ビニール、 プ

ラスチック、紙類、繊維製品など草木以外の物が混ざらない

ようきちんと分別をしてください。この場合の焼却灰は飛び

散らないように水を含ませた上で、週2回の燃やせるごみ収

集日に出すこともできます。

また、場所、風向き、乾燥度合いなど十分配慮することが

必要です。特に、商庖街や住宅密集地では注意が必要です。

市民の皆様のご協力をお願pします。

-問い合わせ 環境保全課(内線144)

10 



10月16臼'"-22日は f行政相談週間j
あなたの声をお聞かせください

巡回行政相談を開きます 巡回行政相談(午前9時~正午)
10月16日(月) 松原出張所

福重出張所

萱瀬出張所

※相談は無料で秘密は守られます。

行政相談委員

森博子 (s②64 4 2) 
西畑直子 (s⑪3 8 1 1) 
伊地知克幸 (s⑬6 9 8 8) 

('， 

毎日の暮らしのなかで役所などの行政機関が行

っている仕事についての意見や苦情、要望などは

ありませんか。そのようなときは「行政相談Jを
ご利用ください。

相談は、口頭、 電話、 手紙などでも結構です。

相談は無料で秘密は固く守られますので、お気軽

にご相談ください。

建築無料相談所の開設
10月11日から17日までは、全国一斉 『違反
建築防止週間』です。

建築物の新築 ・増改築の手続き、間取りや

内外装に関すること、住宅の修繕、住宅金融

公庫の融資に関することなど建築・住宅の全

般的な相談に応じますので、お気軽においで

ください。

*市役所の市民相談コーナーでは、毎月 1回第2木曜日に定例行政相談を無料で、行ってい
ます。お気軽にご利用くださPo ・問い合わせ 秘書広報課(内線204)

「法の週間j

司法書士無料法律相談

C，，")永月開ヲッ らゃんもお爺ιl.I:! 

10月は住宅月間
高齢化社会にやさしい住まいに関す

る展示等を行います。その他、餅っき、

餅まき、ゲームコーナ一等盛りだくさ

んの催し物や、建築・住宅の無料相談

に応じますので、お気軽においでくだ

さP。
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期間 10月1日(日)-7日(土)
場所市内各司法書士事務所

法務局の窓口事務について
長崎地方法務局大村支局では、昼休み時間帯

(正午から午後1時)においても、登記事項証明

書及び一部事項証明書の発行事務を取り扱って

pます。

詳しくは、下記にお問い合わせください。

長崎地方法務局大村支局 ft52・2547

l 市長謀議議長保険 | 
保険料 10月加入 240円
ぷttz)で 11月加入 200円
橿申し込み・問い合わせ
安全対策課 (内線214)または各出張所
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ご存じですか f公証制度1
10月1日"'7日は「公証週間」です。

大切な契約書や遺言書は公証役場で公正証書にしておくと安

心です。

公正証書は、国から任命された法律の専門家が作成する公文

書ですから遺言や売買、金銭貸借、土地建物の賃貸借など、大

切な契約を公正証書にしておくことで権利の争いを未然に防ぐ

ことができます。また、公正証書は裁判などで強力な証拠力を

もちます。

原本は無料で公証役場に保存していますから、なくなったり

偽造される心配も全くありません。

.問い合わせ諌早公証人役場

(位34559 諌早市東小路町11・1)

平成12年度

全園地域安全運動
10月11日(水)から20日(金)

までの10日間

事件や事故、 災害等が起こりやすい環境を改善して、安全で

住みやすい街とするには地域の皆さんの力が必要です。

大村市連合防犯協会・大村警察署



@ 
出場者募集

NHK r長崎のうた自慢大会j予選会
女日時:11月4日(土) 開場13: 30 開演14: 00 

終演予定16: 00 
*会場:シーハットおおむ ら (さくらホーjレ)
女放送予定:オオムラケーブルテレビ60c h 

女観覧自由

海外に日本文化を紹介

青年海外協力隊の一員としてハンガリ ーで活動してい

た、佐々木弥生さん (大川田町)が、帰国報告のため市

役所を訪れました。

佐々木さんは、小学校や高校で日本の伝承遊びのおにご

っこや羽っき・日本の歌・折り紙を始めとした日本文化

の紹介などを行ってきました。

13 

佐々木さんは、「こ

の協力隊での体験は、

私の一生の財産となる

もので、感謝していま

す。」と感想を述べて

いました。

女申 し込み方法長崎のうた」を録音したビデオテープまたは
カセットテープと住所・氏名・年齢 ・電話番号と応募動機、
長崎の歌にまつわるエピソードを明記して申し込んでく ださ 1，， ¥0
女申 し込み・問い合わせ:〒850・8603長崎市西坂町1・1
NHK長崎放送局 営業「長崎のうた」予選会出場係
ft095・821-1188

*締切:10月16日(月)必着

8/⑮きれいなまちヘ
自分たちの手でふるさと大村を美しくしようと、多

くの市民の方が参加しました。

ビニール袋や、空き缶-ペッ トボトルなど多くのご

みが集まり、参加者の人たちは今以上に環境美化の

意識が広まることの必要性を感じていました。

9/8スティック扱いの名手が勢揃い!
5市5町親善ゲートボ ル大会が開かれ、初秋の青空の下に
60チームが日頃の技を競い合いました。ボールがゲ トを

通過するたびに、 コー トの周りからはまだまだ若々しい元気

な歓声があがっていました。

II 1， 

ぐ I( 

CAMERA SPOT 

‘i弘、8/.吉田松陰に学ぶSHOWII¥lウオーク
山口県萩市から長崎市へ向かう iSHOWINウオーク」 一行が、

市役所を訪れました。出迎えた島助役には萩市長のメッセージが

手渡され、助役は最後まで事故のないようにと、激励しました。

8/flDもっと高い
ー位置をめざして…
シーハット力ップ2000フリークライミング選
手権が開催され、初心者からベテランまで約

100人が参加。精一杯がんばって、ついに力尽

いて途中で断念する選手に対しても、会場から

は温かい拍手が送られていました。

8/~曹、
包Bそれつ、もっとこげつ!
真裏の海の祭典&湾CU P2000inおおむらは、数多くの家
族連れでにぎわいました。

時折強い雨が降りつける中、ちびっこイ力ダレース ペー

口ンレースでは、熱い戦いが繰り広げられ、大きな歓声が

ひびいていました。
-12 
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No.3 - 竹松小学校編-

「
共
に
喜
び
、
共
に
学
び
、
共
に
汗

す
る
」
こ
れ
が
私
た
ち
竹
小
職
員
の
求

め
る
姿
で
す
。
常
に
子
供
と
共
に
を
合

言
葉
に
「
心
豊
か
で
、
創
造
性
に
富
み
、

活
力
に
満
ち
た
」

7
2
6
名
の
子
供
を

育
て
る
べ
く
お
名
の
職
員
が
知
恵
と
力

を
出
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ー
、
地
域
で
学
び
ま
す

地
域
に
あ
る
学
び
の
場
を
活
用
し
教

室
か
ら
飛
び
出
し
て
は
多
く
の
体
験
を

取
り
入
れ
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
人
材
を
ゲ
ス
ト
と
し
て

学
校
に
招
き
、

学
習
を
し
て
い
ま
す
。

2
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
こ
う
進

め
ま
す
5
年
生
で
は
、
地
域
の
方
か
ら
実
際

に
畑
を
お
借
り
し
て
、
地
域
の
特
産
品

で
あ
る
「
黒
田
五
寸
人
参
」
の
生
産
活

動
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中
で
人
々
の
生

活
の
工
夫
や
努
力
に
気
づ
き
、
生
活
の

場
で
あ
る
竹
松
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、

3
年
生
は
花
の
栽
培
、

4

年
生
は
人
と
の
ふ
れ
あ
い
(
ろ
う
学
校

や
外
国
人
)
、

6
年
生
は
大
村
探
検
を
テ

ー
マ
に
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
、
心
の
教
育
を
進
め
て
い
ま
す

生
命
を
尊
重
す
る
心
、
他
者
へ
の
思

い
や
り
、
倫
理
観
や
正
義
感
、
美
し
い

も
の
に
感
動
す
る
心
等
、
豊
か
な
人
間

性
を
は
ぐ
く
む
た
め
次
の
よ
う
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
朝
の
叩
分
間
F読
書

活
字
離
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、
自
分
に
向
き
合
う
時
間
と
し
て

水

・
金
曜
日
の
朝
日
分
間
読
書
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
心
の
糧
と
な

っ
て
い
ま
す
。

②
広
が
れ
花
い
っ
ぱ
い

大
村

一
花
の
あ
る
学
校
、
こ
れ
が
子

供
た
ち
の
誇
り
で
す
。
1
年
間
を
通
じ

学
校
園
・
学
級
園
に
は
い
つ
も
四
季

折
々
の
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
す
べ
て

の
子
供
と
職
員
が
手
塩
に
か
け
て
育
て

て
い
る
か
ら
で
す
。
美
し
い
環
境
づ
く 中庭での子供たち

り
に
か
か
わ
る
こ
と
を
と
お
し
心
の
耕

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
つ
く
り

子
供
た
ち
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
る

中
庭
の
芝
生
広
場
は
竹
小
の
自
慢
で
す
。

裸
足
で
遊
び
回
り
、
小
動
物
と
戯
れ
、

友
と
語
ら
い
、
学
年

・
学
級
が
集
う
く

つ
ろ
ぎ
の
空
間
で
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
畳
の
教
室
も
で
き
、
新
し
い
ふ
れ

あ
い
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

④
広
が
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

今
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

と
し
て
全
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
共
に

生
き
る
」
で
す
。

摩
A
夜
。
定
自白

と

火
縄
銃

1
5
4
3
年
、
種
子
島

(現
在
の
鹿
児

島
県
種
子
島
)
に
漂
着
し
た
外
国
船
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
船
に
は
3
人
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
が
乗
っ
て
お
り
、
長
さ
2
1
3
尺

の
筒
上
の
奇
妙
な
武
器
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
時
の
領
主
種
子
島
時
尭
は
こ
の
武
器

に
大
い
に
興
昧
を
持
ち
、
こ
の
武
器
を
購

入
し
ま
す
。
こ
れ
が
伝
え
ら
れ
る
日
本
へ

の
鉄
砲
伝
来
で
す
。

鉄
砲
の
伝
来
は
、
そ
れ
ま
で
、
万
や
槍
、

弓
が
中
心
だ

っ
た
日
本
の
戦
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
以
来
、
国
内
で

も
製
造
法
の
研
究
が
進
み
、

量
産
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
と
、
戦
で
大
量
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
国
大
名
た
ち
も
導

入
を
図
り
ま
す
。
織
田
信
長
が
、
大
量
の

鉄
砲
を
入
手
し
、
鉄
砲
隊
を
組
織
し
て
、

最
強
と
い
わ
れ
る
武
田
氏
の
騎
馬
隊
を
破

った
こ
と
は
有
名
で
す
。

鉄
砲
は
、
戦
国
時
代
の
末
に
急
速
に
広

ま
り
、
数
、
質
と
も
大
い
に
向
上
し
、
秀

吉
の
時
代
に
は
、
世
界

一
の
鉄
砲
保
有
国

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に

入
り
、
戦
乱
が
収
ま
る
と
、
そ
の
必
要
が

無
く
な
り
、
幕
末
近
く
ま
で
大
き
な
進
歩

は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
幕
末
に
諸

外
国
の
船
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
緊
張

感
が
高
ま
る
と
、
再
び
軍
備
の
増
強
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
に

は
、
外
国
よ
り
新
式
の
銃
が
輸
入
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
大
村
市
が
所
蔵
し
て
い
る
二
丁

の
火
縄
銃
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
作
ら
れ

た
も
の
で
、
小
口
径
の
鉄
砲
と
中
口
径
の

文
化
財
は
語
る
|
⑤
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中
筒
で
す
。
中
筒
に
は
、
家
紋
入
で
「
忠

則
蓋
命
」
の
象
眼
が
あ
り
、

実
用
と
言
う

よ
り
装
飾
牲
の
高
い
も
の
で
す
。

大
村
藩
は
、
海
外
貿
易
港
で
あ
る
長
崎

に
近
く
、
長
崎
市
中
警
備
の
任
を
背
負
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
国
内
外
の
緊

迫
し
た
状
況
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
早
く

か
ら
軍
備
増
強
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
新
聞

『イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ

ッド

・

ロ
ン
ド
ン
ニ
ュ
ー
ス
』
に
は
、
幕
末
の
大

村
宿
の
様
子
が
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
外
国
人
を
警
護
す
る
火

縄
銃
を
持
っ
た
兵
士
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
直
後
か
ら
、

外
国
か
ら
新
式
銃
が
導

入
さ
れ
、
火
縄
銃

は
姿
を
消
し
て
い

き
ま
す
。



長岡安平
顕彰シンポジウム

大
村
市
と
東
彼
杵
町
で
は
、
長
岡
安

平
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
と
し
、
全

国
に
及
ん
で
い
る
彼
の
功
績
を
顕
彰
す

る
た
め
「
長
岡
安
平
顕
彰
事
業
」
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

事
業
の
内
容
は
、
全
国
に
及
ぶ
功
績

調
査
や
図
録
・
冊
子
の
発
刊
、
顕
彰
碑

の
建
立
、
本
広
報
誌
で
の
功
績
紹
介
等

を
行
い
、
最
後
の
事
業
と
し
て
今
月
叩

月
に
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国
の
公

園
・
庭
園
づ
く
り
に
携
わ
ら
れ
て
い
る

方
々
が
一
堂
に
会
し
、
天
地
自
然
の
景

観
を
最
善
の
師
と
す
る
長
岡
安
平
の
功

績
と
設
計
哲
学
に
ふ
れ
、
こ
れ
か
ら
の

緑
や
公
園
・
庭
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
る
も
の
で
す
。

さ
て
、

3
月
号
か
ら
連
載
し
て
ま
い

り
ま
し
た
「
近
代
公
園
の
先
駆
者
・
長

岡
安
平
」
も
、
今
月
号
で
、
長
岡
安
平

顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
都
市
緑
化
推
進

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
を
行
い
、
終
了
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

長
い
間
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ

め
、
全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
膏
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然

記
念
物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

10月13日(金曜日)シーハットおおむら「さくらホールJ
※参加無料・定員500人
受付開始
開会セレモニー ・主催者挨拶・来賓挨拶
講演「省庁再編成後の日本の緑行政J建設省都市局公園緑地課
基調講演「長岡安平と日本の公園」日本造園学会会長 進士五十八氏
パネルディスカッション
「長岡安平・近代公園の先駆者j
・コーディネーター松田輝雄氏
・パネリスト 進士五十八氏
平城好明氏・長岡嶺男氏・浅野房世氏・森ミドリ氏

17:00 閉会挨拶
17:30 意見交換会(パークベルズ)※参加料5，000円・定員 150人・事前申込必要

10月14日(土曜日)ハウステンポス ※参加無料・定員先着150人・事前申込必要
8:30シーハットおおむら集合
9:00ハウステンポスへパス移動
10:00講演「千年の衝を創る」
ハウステンポス創設者神近義邦氏

11:00施設見学
12:00現地解散

【 長岡安平顕彰シンポジウム 】

12:30 
13:00 
13:20 
13:50 
15:00 

【 都市緑化雄進イベン卜 】

10月13日(金曜日)シーハットおおむら「メインアリーナ」
※入場無料

10:00 開会挨拶
10:15 講演・実演会他 NHK趣味の園芸講師平城好明氏
13:00 映像放映 シンポジウムの様子を大型スクリーンで放映
16:45 花苗無料配布
17:00 初自終了
上記催し物の他、 Oモデルガーデンの展示。園芸用品の展示即売コーナ一、
緑の相談コーナーの設置O大村市、東彼杵町の観光物産展O長岡安平設計図、
写真パネル展等を開催します。

10月14日(土曜日)シーハットおおむら「メインアリーナ」 ※入場無料・事前申込不要
10:00 二日目イベント開始 初日の平城好明氏の実演会やシンポジウムの様子を
大型スクリーンで放映するほか、一日目と同じ催し物を開催します。

14:45 閉会挨拶

回 idh. rJJL¥霊園

長岡安平顕彰事業実行委員会事務局(都市計画課内)

TEL.53・4111 (内線431)FAX.54・9595
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1:村
争λτλ

このたび、語掌指導等を行う外国青年招致事業 (JE Tプロ
クラム)で招致した、英語指導助手サマンサ -デュハーストさ
ん(オーストラリア)と、大村市国際交流員アナ-メンテ、シュ

さん(ポルトガル)が着任しました。
テ、ュハ-ストさんは、市内中学校の英語の授業を担当します。

メンテ、シュさんは、市企画調整課に勤務し、シントラ市との

姉妹都市交流業務、ポルトガル語講座、各種講演、広報おおむ

らのコラムなどに取り組みます。

J 

大村市国際交流員

アナ・
メンデシュさん

大村市英語指導助手

サマンサ・
デュハーストさん

私はオーストラリアのメルボルンから
来ました。
私の趣昧はバスケットボールと音楽と
写真とカラオケですが、日本の太鼓と巴 国際交流に大きな役割を果たし
本の踊りと日本語を勉強していて、興味 1

があります。 ていただくよう期待することはも

私は前にも日本に来たことがありま て ちろんですが‘、お二人には、 この
す。大村は初めてです
大村はとっても美しいところです。海 大村で楽しい思い出をたくさん作

があり、山があり、JIIがあります。 ってもらいたいと思います。
みなさんはとても親切でやさしい人た
ちです。 ./づイ
私は大村をとても気に入っています。 ¥ /生ノ
私はここで大村市内の吾どもたちのた //〆/
めに、一生懸命がんばります。 LI/
どうぞよろしくお願いします。 ff一

~ --ーそーーー-------¥

J 
、〆

A 

¥ 、

今
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、

9
月
か
ら
新
学
期

が
始
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
が

幼
か
っ
た
時
に
は
、
落
ち
葉
の
季

-

節
目
月
に
学
校
が
始
ま
っ
て
い
ま

-

'

し
た
。

圃

rし

サ
ラ
ザ
l
ル
政
権
が
倒
さ
れ
た

一

d

1
9
7
4
年
4
月
お
日
の
カ
l
ネ

-

n
1
t

l
シ
ョ
ン
革
命
後
の
日
年
位
は
街

園

y
t

路
が
落
ち
葉
で
埋
ま
る
叩
月
に
新

-
't

学
期
が
始
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
学

園

『
ソ
A

校
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
学
生
は、

-

rL

新
聞
紙
に
座

っ
て
落
ち
葉
の
上
を

園

、
，

滑
っ

て
通
学
し
て
い
ま
し
た
o
m

-

34F

月
は
新
学
期
の
準
備
を
す
る
と
て

-

れ

も
楽
し

い
時
期
で
し
た
。
新
し

い

園

O

本、

ノ
l
ト
、
デ
ザ
イ
ン
・
美

園

吋

ノ

術
・
裁
縫
・
体
育
の
用
具
な
ど
を

四

6司

毎
年
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

一

S

い
ま
で
も
、
小
学
生
の
時
新
し

-
r
4
1

い
学
用
品
を
ど
れ
だ
け
楽
し
み
に

-

4

し
て
い
た
か
覚
え
て
い
ま
す
。
私

園

が
通
っ
た
イ
ル
ダ
・
ホ
ド
リ
ゲ
ス

小
学
校
は
3
階
建
て
で
、
リ
ス
ボ
ン
の
古
い

中
心
街
に
あ
る
7
つ
の
丘
の
う
ち
の

一
つ
の

頂
き
に
あ
り
ま
し
た
。
革
命
以
降
、
独
裁
者

の
下
で
暮
ら
す
必
要
は
無
く
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
私
立
学
校
は
と
て
も
保
守
的
で
厳

し
い
校
風
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
各
学
年
に

先
生
が
居
て
、
毎
朝
先
生
が
教
室
に
入
っ
て

vol.l 

16 

く
る
と
生
徒
は
起
立
、
朝
の
挨
拶
そ
し
て

国
歌
斉
唱
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

義
務
教
育
だ
っ
た

4
年
間

(今
で
は
9

年
間
で
す
。)
の
小
学
校
が
終
わ
る
と
、

5

学
年
に
進
む
た
め
の
入
学
試
験
が
あ
り
ま

し
た
。
試
験
は
主
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

デ
ッ
サ
ン
、
数
学
と
地
理
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
同
級
生
が
試
験
に
合
格
し
、

独
裁
者
の
時
代
が
、
永
遠
に
続
か
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
イ
ル
ダ
・
ホ

ド
リ
ゲ
ス
小
学
校
を
後
に
し
ま
し

た
。
そ
の
建
物
は
今
も
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
の
声
や
笑
い
声
は
聞

こ
え
ま
せ
ん
。
門
が
閉
ざ
さ
れ
て

い
る
た
め
、
校
舎
に
入
る
こ
と
も

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

人生の彩り

おはようございます

ワンポイント・ポルトガル語講座

こんにちは

こんはんは

ティア

dia 

tarde 
ノイ テ

noite 

ポン

・Bom
ポ ア

・Boa
ポ ア

・Boa



みんなの

健康
目の外傷

気
候
も
良
く
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
ち
こ

ち
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
月
日
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
回
は
日
の
外
傷
に
つ
い
て

簡
単
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

1.
ま
ず
、
化
学
薬
品
に
よ
る
障
害
と
し
て
、

酸
や
ア
ル
カ
リ
に
よ
る
角
膜
や
結
膜
の
腐
食

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
の
回
り
に
あ
る

日
常
品
で
も
起
こ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
カ

ビ
取
剤
、
漂
白
剤
、
毛
染
め
液
、
パ

l
マ液、

ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
殺
菌
剤
、
な

ど
が
誤
っ

て
目
に
入

っ
た
と
き
も
起
こ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
場
合
は
、
と
も
か
く
十
分
に

水
で
洗
眼
す
る
こ
と
で
す
。
少
な
く
と
も

m

i
日
分
間
く
ら
い
洗
眼
し
、
そ
の
あ
と
で
で

き
る
だ
け
早
く
専
門
医
の
治
療
を
受
け
る
こ

と
で
す
。

2.
次
に
目
に
ご
み
が
入
っ
た
場
合
は
、
水

で
洗
う
程
度
に
と
ど
め
、
目
を
こ
す
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
ご
み
が

取
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

専
門
医
の
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
角
膜
に
異
物

が
さ
さ

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

早
く
除

去
し
な
い
と
、
特
に
鉄
(
角
膜
異
物
の

8
割

く
ら
い
は
鉄
)
の
場
合
は
錆
が
広
が
っ
て
、

失
明
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
直
ち

みね眼科医院

峰嘗典

に
専
門
医
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

3
.
日
を
ガ
ラ
ス
や
針
な
ど
で
傷
つ
け
た
場

合
、
こ
の
と
き
は
、
傷
の
場
所
に
よ
っ
て
は
、

失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
眼
球
を

圧
迫
し
な
い
よ
う
に
し
て
、
す
ぐ
に
専
門
医

を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

4.
目
に
ボ
ー
ル
な
ど
が
当
た
っ
た
場
合
、

そ
の
と
き
は
異
常
を
感
じ
な
く
て
も
、
あ
と

か
ら
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
目
の
中
に
出
血
し
た
り
、
網
膜
剥
離
と
い

う
失
明
す
る
よ
う
な
眼
病
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
と
き
は
異
常
が
な

く
と
も
専
門
医
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。

そ
の
他
と
し
て
外
傷
と
は
直
接
的
に
は
あ
ま

り
関
係
し
な
い
、
球
結
膜
下
出
血
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
急
に
白
ま
な
こ

が
ま
っ
赤
に
な
る
の
で
び

っ
く
り
し
ま
す

が
、
こ
れ
で
出
血
が
、
眼
球
内
部
に
入
る
こ

と
は
無
く
視
力
低
下
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
普
通
1
1
2
週
間
で
吸
収
し
ま
す
。

ま
れ
に
全
身
性
の
疾
患
と
関
連
し
て
い
る
場

合
は
、
原
因
疾
患
の
治
療
が
必
要
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

外
傷
を
受
け
た
場
合
の
球
結
膜
下
出
血
は
眼

球
が
穿
孔
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
と

き
は
直
ち
に
、
穿
孔
部
を
閉
じ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、

専
門
医
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

以
上
と
り
と
め
も
な
く
眼
外
傷
に
つ
い
て
述

べ
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
、
怪
我
な
ど
に
は
十
分

気
を
つ
け
て
、
さ
わ
や
か
な
秋
・

・・

ス
ポ

ー
ツ
や
、
行
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

r 、』

で
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ー
叩
月
げ
日

i
幻
日

i

薬
の
薬
剤
や
購
入
は

「
か
か
り
つ
け
薬
局
」

病
気
や
け
が
で
、
医
師
の
診
察
を
受
け

た
後
に
、
薬
の
名
前
や
種
類
な
ど
が
書
か

れ
た
処
方
せ
ん
が
患
者
さ
ん
に
渡
さ
れ
、

薬
剤
師
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
調
剤
し
ま

す
。
ま
ち
の
薬
局
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も

処
方
せ
ん
に
よ
る
調
剤
は
で
き
ま
す
が
、

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
け
ば
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

個
人
の
薬
歴
(
薬
の
使
用
の
記
録
等
)
を

つ
く
り
、
重
接
す
る
薬
や
飲
み
合
わ
せ
な

ど
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。

い
つ
で
も
、

気
軽
に、

安
心
し
て
、

薬
に

つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

寝
た
き
り
の
方
が
い
る
自
宅
に
薬
剤
師
が

訪
問
し
、
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

相
談
に
応
じ
た
り
し
ま
す
。

。
薬
は
使
用
量
や
回
数
な
ど
を
守
っ

て
使
乍
つ
薬
は
使
用
量
、
回
数
、
時
間
な
ど
を
守

っ
て
正
し
く
使
わ
な
い
と
、
効
果
が
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
特
に
高
齢
に
な
る
と
、
記

憶
力
や
注
意
力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
薬
の
飲
み
方
や
使
い
方
な
ど
に
つ

い
て
、
薬
剤
師
か
ら
十
分
な
説
明
を
受
け
、

薬
に
対
す
る
注
意
書
な
ど
も
よ
く
呼
ん

で
、
指
示
の
と
お
り
使
用
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。



よ
っ
て
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
(
障
害

基
礎
年
金
)
、
不
幸
に
も

一
家
の
大
黒

柱
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
(
遺
族
基
礎

年
金
)
な
ど
の
備
え
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
い
た
ら
、
各
種
年
金
を
受
給
で

き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
老
後
の
保

障
も
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
は
ど
う
し
て

も
納
付
で
き
な
い
場
合
に
は
、
放
っ
て

お
か
ず
に
、
早
め
に
保
険
年
金
課
年
金

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
学
生
は
、

本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は

保
険
料
を
納
付
し
な
く
て
も
よ
い
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

※
叩
月
は
半
年
前
納
(
下
半
期
)
の
有

効
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
持
ち

の
納
付
書
に
添
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間
叩
月
2
日
間
j
担
日

ω

-
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
1

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
と
つ
い
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳

お
よ
び
届
出
印
を
持
参
の
う
え
申
し
込
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

ん
で
く
だ
さ
い
。

る
方
を
対
象
に
介
護
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を

問

い

合

わ

せ

保

険

年

金

課

開

設

し

ま

す

。
内
容
は
介
護
の
基
本
的

国
保
税
係
(
内
線
1
1
6
・
1
1
7
)

な
こ
と
を
実
技
を
交
え
て
学
ぶ
と
い
う

年
金
係
(
内
線
1
1
3
・
1
1
4
)

も
の
で
す
。

7
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険
年
金
課

市役所

fl53-4111 (代表)

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く
!

保
険
年
金
課

(
1
1
3
・
1
1
4
)

平
成
立
年
度
も
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。
ま
だ
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
お
歳
か
ら

ω

歳
に
な
る
ま
で
の

ω年
間
納
め
る
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を

受
給
す
る
た
め
に
は
、
お
年
以
上
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
(
免

除
期
間
を
含
む
)
。
国
民
年
金
は
、
老

後
の
生
活
の
大
き
な
支
え
と
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
加
入
中
の
ケ
ガ
や
病
気
に

第
泊
四
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

奨
励
賞
「
お
宝
自
慢
」
浦
孝
行
さ
ん
の
作
品

今
月
は
、

原
爆
被
爆
者
二
世

健
康
診
断

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

対
象

①
両
親
ま
た
は
、
そ
の
ど
ち
ら

か
が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
人
②
昭
和
泊

年
6
月
4
日
以
降
に
出
生
し
た
人
(
広

島
被
爆
者
の
場
合
は

6
月
1
日
以
降
)

③
長
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る
人
(
長

崎
市
内
の
居
住
者
は
除
く
)

受
診
期
間
目
月
叩
日
l
平
成
お
年
2

月
お
日
(
市
立
病
院
で
受
診
の
場
合
は
、

叩
月
日
日
j
白
日
(
土
・
日
を
除
く
)
、

1
日
2
名
ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
受

付
に
お
い
で
く
だ
さ
い
)

申
込
期
間
叩
月
2
日
j
平
成
日
年
2

月
お
日
受
付
場
所
福
祉
課
(
印
鑑

を
持
参
く
だ
さ
い
。
受
診
票
を
交
付
し

ま
す
)介

護
ス
ク
ー
リ
ン
、
ク

受
講
者
募
集

社
会
福
祉
協
議
会(宮
⑪
1
3
5
1
)

(
内
線
1
1
0
)

対
象

市
内
在
住
で
ご
家
庭
で
高
齢
者

の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
定
員

m

j
お
人

日

時

叩
月
お
日
1
1
月
幻

日
の
毎
週
月
、
金
曜
日
の
午
後
2
時
か

ら
2
1
3
時
間
程
度

場
所

総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法
往
復
は
が

き
に
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
「
一T
8
5
6
0
8

2
5西
三
城
町
8
番
地
大
村
市
社
会

福
祉
協
議
会
」
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
(
返
信
は
が
き
に
も
住
所
・
氏

名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
叩
月
6
日
働

(
当
日
消
印

有
効
)老

人
集
い
の
部
屋

「
シ
ェ
ス
タ
」
利
用
者
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
(
包
⑬

1
3
5
1
)

軽
度
の
痴
呆
性
老
人
と
そ
の
家
族
が

交
流
を
深
め
る
場
所
「
シ
ェ
ス
タ
」
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
軽
度
の
痴
呆
が
あ
り
介
護
保
険

に
よ
り
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
(
同

程
度
を
含
む
)
お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の

方
、
お
よ
び
そ
の
家
族
利
用
時
間

午
前
9
時
j
午
後
5
時
(
祝
祭
日
を
除

く
毎
週
月
l
金
曜
日
)
利
用
料

1

日
3
0
0
円
(
た
だ
し
、
所
得
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
無
料
)

※
希
望
者
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

「
シ
ェ
ス
タ
」
ま
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
職

員
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

-18-

バ
イ
ク
、
原
付
自
転
車

の
保
険
加
入
に
つ
い
て

税
務
課
(
内
線
1
2
2
)

あ
な
た
の
バ
イ
ク
、
原
付
自
転
車
は

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
?

交
通
事
故
の
死
傷
者
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
バ
イ
ク
や
原
付
自
転
車
も
車
と

同
じ
よ
う
に
全
て
自
倍
責
保
険
ま
た
は

自
賠
責
共
済
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

未
加
入
の
場
合
は
今
す
ぐ
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
災
害
と
税
」

諌
早
税
務
署

(包
⑫
1
3
7
1
)

地
震
、
災
害
、
風
災
害
な
ど
の
災
害

に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
を

受
け
た
と
き
は
、
所
得
税
法
の
雑
損
控

除
か
災
害
減
免
法
の
ど
ち
ら
か
、

有
利

な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得

税
の
全
部
、
ま
た
は

一
部
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
諌
早
税

務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

C 



電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課

(
内
線
1
2
9
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

日
月
M
A

日

ω、
午
後
1
時
鈎
分

場
所

市
役
所
第
3
会
議
室

公
売
方

法

一

般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合

(未
成
年
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お、

公
売
開
始
ま
で
に
滞
納
税
が
完
納

さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
公
売
を
中

止
し
ま
す
。

市役所

怨53-4111(代表)

福
岡
財
務
支
局
長
崎
財
務
事
務
所

統
括
固
有
財
産
管
理
官
管
理
処
分

担
当

(
2
0
9
5
8
2
2
I
4

2
7
1
)
 

国
南
財
産
の
一
般
競
争

入
札

次
の
国
有
財
産
を

一
般
競
争
入
札

(
期
間
入
札
)
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

物
件

①
東
本
町
2
1
5
番
1

(宅
地

1
、
0
8
7
・

ω
2m
)
②
松
並
1
丁
目

2
1
3
番
目
(
宅
地
7
6
6
・
お
冠
)

入
札
方
法
郵
送
(
期
間
入
札
)

入
札
実
施
時
期
日
月
中
旬
頃

ご
み
収
集
護
を
公
売
し

ま
す契

約
管
財
課
(
内
線
2
8
3
)

物
件

塵
芥
収
集
車
1
台

平
成
6
年

式
ト
ヨ
タ
(
軽
油
車
)

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

入
札
日
時
日
月
2

日
閥
、
午
後
2
時

場
所

清
掃
セ
ン

タ
ー
(
森
園
町
)

入
札
保
証
金

入

札
見
積
金
額
の

1
0
0
分
の

5
以
上
の

現
金

代
金
納
入
方
法
即
納

※
必
ず
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

「
大
人
も
ヱ
J

ど
も
も
、
む

が
元
気
に
な
る
た
め
に
」

得
丸
(
岱
⑮
1
0
9
6
)

日
時
日
月
白
日
制
、
午
後
7
時
1
9

時

場

所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講

師

土
田
玲
子
氏
(
長
崎
大
学
医
療
技

術
短
期
大
学

助
教
授
作
業
療
法
士
)

入
場

料

無

料

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

2
0
0
0
1国
際
交
流

i

福
祉
課

(
内
線
1
5
6
)

日
時

日

月
mm
日

ω、
午
後
ロ
時
刻
分

場
所

シ
l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら
内
容

「障
害
の
日
」
に
ち
な
ん
で
障
害
者
と

諸
外
国
の
方
々
お
よ
び
市
内
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

・
フ
リ

ー
ト
l
ク

・
ダ
ン
ス
な
ど
の
ふ
れ
あ
い

と
交
流
の

つ
ど
い
。

資
格

福
祉
施
設
の
入
所

・
通
所
者
、

在
宅
の
障
害
者
お
よ
び

一
般
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

参
加
料

無
料

申
込
先

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ラ
フ
」

(岱
⑫
9
9
7
4
)

申
込
期
限
叩
月
お
日
刷

湾
臨
ん
・
介
護
休
業
総
度

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

長
崎
労
働
局
雇
用
均
等
室

(
2
0
9
5
1
8
4
4
i
4
3
8
 

4
・

F
A
X
0
9
5
1
1
8
4
4
l

4
4
2
3
)
 

育
児
に
加
え
て
介
護
休
業
制
度
、
勤

務
時
間
短
縮
等
の
措
置
お
よ
び
育
児
や

介
護
を
行
う
労
働
者
の
深
夜
業
を
制
限

す
る
制
度
は
事
業
主
の
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

労
働
省
で
は
、
毎
年
目
月
を

「仕
事

と
家
庭
を
考
え
る
月
間
」
と
定
め
、
全

国
的
に
周
知

・
広
報
活
動
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
勤
め
る
会
社
に

は
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
等
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
か
?
制
度
が
利
用
し
や

す
い
で
す
か
?

育
児

・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
質
問
、

相
談
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

時
は
今

継
続
雇
用
の
邸
歳

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

m月
は
「
高
齢
者
雇
用
促
進
月
間」

で
す
。
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、

意
欲
と
能
力
が
あ
る
限
り
年
齢
に
関
わ

り
な
く
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
の
た
め
の

総
合
的
な
雇
用
就
業
対
策
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
労
働
省
・
県
・
ハ
ロ
ー

ワ
l
ク
で
は
叩
月
を

「高
年
齢
者
雇
用

促
進
月
間
」
と
定
め
、
白
歳
ま
で
の
継

続
雇
用
の
推
進
、
高
齢
者
の
雇
用

・
就

業
ニ

i
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
雇

用
・
就
業
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
周

知
・
啓
発
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま

す
。
高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
、

事
業

主
を
は
じ
め
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
内
労
働
法
を
知
っ
て

い
ま
す
か
?

長
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

(8
0
9
5
I
8
4
6
1
6
3
4
8
)
 

家
内
労
働
法
と
は、

内
職
者
に
業
務

を
委
託
す
る
事
業
者
と
内
職
者
と
の
聞

の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
法
律
で
す
。

家
内
労
働
者
に
委
託
す
る
業
務
に
よ

っ
て
は
、
最
低
工
賃
の
適
用
を
受
け
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
長
崎
県
で
は
、

「長
崎
県
和
裁
裁
縫
業
最
低
工
賃
」
「
長

崎
県
男
子
既
製
洋
服
製
造
業
最
低
工

賃
」
「
長
崎
県
婦
人
既
製
洋
服
製
造
業

最
低
工
賃
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9
丹
市
日

i
叩
月
は
自

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

秋
の
農
繁
期
を
迎
え
農
機
具
に
よ
る

事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
事

故
を
未
然
に
防
止
し
、
安
全
で
安
心

な
農
作
業
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

、一

小
学
校
予
ど
も
集
会

学
校
教
育
課
(
内
線
3
6
4
)

日
時

日
月
6
日
間
、
午
後
2
時
1
3

時
必
分

場
所

市
民
会
館

内
容

市
内
小
学
校
日
校
の
児
童
会
代
表
者

が
、
各
児
童
会
の
特
色
あ
る
活
動
に
つ

い
て
報
告
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

住
宅
晴
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

叩
月
叩
日

ω

抽

選

日

叩
月
却
日
掛
午
前
叩
時
1

入

居

日

什
月
1
日
制

抽
選
場
所

副
配
劃
釦
引
附
州
劃
劃

住宅名 戸数 間取り 構造 F皆

東諏訪 3DK 簡2 1.2階一体

旭 2 K 中耐4 4 

久原第2 3DK 中耐5 2 

久原第2 2 3DK 中耐5 3 

原 口 3DK 中酎4 3 

中 央 3DK 中耐3 2 

久 原 3LDK 中耐4 4 
※公営住宅では、犬・猫等ペット類の
飼育・持ち込みはできません。

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

※
旭
は
単
身
者
も
入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(
単
身
は

ω
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

告
⑭
4
1
5
1
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市役所

ft53-4111 (代表)

コ
ミ
セ
ン

(宮
⑭
3
1
6
1
)

一
日
婦
人
議
会

市
内
の
婦
人
団
体
が
市
政
に
つ
い
て

討
論
す
る
「

一
日
婦
人
議
会
」
を
開
催

じ
ま
す
。
環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
女

性
の
視
点
か
ら
見
た
問
題
点
を
一
日
婦

人
議
員
が
質
問
し
ま
す
。
自
由
に
見
学

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。
日
時
叩
月
2
日
側
、
午
前
9
時

開
始
場
所
コ
ミ
セ
ン

快
適
な
環
境
づ
く
り
は

ま
ず
水
洗
化
か
ら

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
1
)

。
汲
み
取
り
便
所
は
処
理
開
始
(
公
共

下
水
道
接
続
可
能
)
日
か
ら
、

3
年
以

内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
(
下
水
道
法
日

条
の
3
の
①
)

。
水
洗
化
工
事
に
は
、
改
造
資
金
の
融

資
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
私
道
に
も
市
費
で
下
水
道
を
布
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
下
水
道
建

設
課
へ
)

。
宅
地
内
の
排
水
設
備
は
、
使
用
者
で

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、

屋
外
の
溜
桝
を
1
か
月
に
1
回
は
掃
除

し
て
油
分
等
を
取
り
除
き
、
生
ご
み
と

一
緒
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
宅
地
内

の
配
水
管
の
詰
ま
り
、
器
具
の
故
障
は
、

指
定
工
事
屈
ま
た
は
排
水
設
備
協
会
へ
。

修
理
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

。
排
水
設
備
工
事

(
指
定
庖
)
の
見
積

が
規
制
緩
和
に
よ
り
自
由
競
争
と
な
り

ま
し
た
。

。
大
村
市
排
水
設
備
指
定
工
事
屈
の
指

定
に
つ
い
て

指
定
番
号
但
・
辻
ク
レ
ー
ン
工
業
有
限

会
社
(
中
里
町
2
8
41
7
)
平
成
ロ

年
8
月
1
目
指
定

大
村
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
指
定

水
道
局
工
務
課
(
宮

@
1
1
1
4
)

平
成
ロ
年
8
月
弘
目
指
定

指
定
番
号
臼
・
有
限
会
社
や
ま
な
み
工

業

(
長
崎
市
音
無
町
8
番
目
号
)
指
定

番
号
臼
・
有
限
会
社
東
和
工
業
(
長
崎

市
緑
町
3
番
6
号
)

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
使
用
の
給
水
装
置
工
事
に
つ

い
て
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者

で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
勝
手
に

給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
改
造
し
た
場

合
、
給
水
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

長
崎
県
戦
没
者
追
悼
式

日

時

叩

月

初

日
樹、

午
前
叩
時
叩
分

場
所
県
忠
霊
塔

(三
城
町
)

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
は
福
祉
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

(内
線

1
5
1
)

予
ど
も
一
日
図
書
鑓
員

募
集

市
立
図
書
館

(宮
⑫
2
4
5
7
)

「
子
ど
も
読
書
年
」
記
念
事
業
と
し

て
、
「
子
ど
も
一
日
図
書
館
員
」
を
募

集
し
ま
す
。
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し

た
い
人
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

日
時
日
月
日
日
目
、
午
後
1
時
j

4

時

対

象

小

学
校
5
・
6
年
生

6
人
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

応
募
方
法
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
電
話
番
号
・

学
校
名
・

学
年
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
「8
5
6
1
0
8
3
1
東
本
町
4

8
1」返
信
は
が
き
に
も
宛
先
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
期
限

日
月
山
日

ω必
着

青
年
国
募
集

コ
ミ
セ
ン

(宮
⑭
3
1
6
1
)

市
内
在
住
の
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
地
域
交
流
や
仲
間
柄つ
く
り
に
興

味
の
あ
る
方
、
ま
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

や
っ
て
み
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
や
っ
て
み
ょ
う
か
な
と
思
う
方
は

コ
ミ
セ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

~VOI .41 
口の中に当てはまる数字を答えて ください。

1つの選挙区から一人しか選ばれない国会議員の選挙区選挙にお

いては、当該議員が死tや辞職で欠けた場合は直ちに補欠選挙を
行わなければなりませんでした。そこで法律が改正され、 9月16

日から翌年の3月15日までに欠けた場合を4月に、また3月16日か

ら9月15日までの場合は口月の、それぞれ第4日曜日に全国で統
ーして実施するようになりました。

10月20日(金)
当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈
GE解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさ
せていただきます)

応募締切

「セイン・カミュの
とっさの英会話」

セイン・カ ミュ著

テレビタレン 卜としておなじみのセ

インが、 86の場面を設定して、ステ
ップ1-3まで258のフレーズを紹介し
たやさしい英会話の本。

選挙管理委員会事務局 (9月号の正解/3).問い合わせ

泣かない子供(江園香織著)/ハリケーン(ジェームス ・S・ハーシ
ュ著)/オカメインコに雨坊主(芦原すなお著)/風裂(北方謙三著)

/働く女性に日経新聞の読み方(日経ウーマン編)/ヒガシくんのタ

タカイ(群ょ うこ著)/まぼろばの疾風 〔かぜ) (熊谷達也著)/あ

の世とこの世 (永六輔著)/青狼記 (検周平著)/漸悦〔ざんき〕の
淵に眠れ (松本賢吾著)/永遠の森 博物館惑星(菅浩江著)/僕ら

は星のかけら(マーカス・チャ ウン著)/澄んだ瞳のおくに(内田新

哉画)/死ぬという大切な仕事(三浦光世著)

t' 

視聴覚ライブラリー

親予映画会

-20-

10月14日 (土)に予定していた

親子映画会は「コミセンまつり」

のため、中止します。

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (n.FAX⑫245'7) 
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平
成
な
年
度
放
課
後
学
童
保
育

「
児
童
ク
ラ
ブ
」

入
所
児
童
募
集

各
児
童
ク
ラ
ブ
ヘ

対
象
共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
お

よ
び
そ
の
他
の
事
情
で
、
下
校
後
の
保

育
に
欠
け
る
児
童

(
原
則
と
し
て
小
学

校
1
1
3
年
生
ま
で
)

期
間
平
成
日
年
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
時
間
月
j
金
曜
日
・
:
下
校
後
j

午
後
5
時
加
分

第
1
・
3
土
曜
日
:
・
午
前
日
時
l
午
後

5
時
鈎
分

第
2
・
4
土
曜
日
・
長
期
休
み
期
間
:
・

午
前
8
時
j
午
後
5
時
初
分

市役所

ft53-4111 (代表)

蟻申し込み・問い合わせ(月~土曜日の午後)

クラブ名 説明場所 問い合わせ 校区

くさぶえクラブ 富の原小学校プール横 8⑮ 158 2 富の原小

にんじんクラブ 竹松小横実天宮会館内 P07H0S -5403-1052 竹松小

ほうこクラブ 放虎原小学校体育館長 8⑫ 2 1 9 4 放虎原小

さくらんぽクラブ 中央幼稚園内 8⑫ 3 3 3 9 西小・中央小

とまとクラブ 大村幼稚園内 2⑭6 4 3 8 大村小

二城クラブ 勤労青少年ホーム 包⑫o5 3 3 ゴ城小

平
成
同
年
度

県
立
ろ
う
学
校
鈎
稚
部

園
児
募
集

県
立
ろ
う
学
校
(
包
⑫

2
4
4
4
)

対

象

平

成
7
年
4
月
2
日
生
ま
れ
j

平
成

m年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児

・
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児
・
こ
と
ば

の
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
幼
児
・
呼
ん
で

も
振
り
向
か
な
い
な
ど
、
聞
こ
え
に
不

安
が
あ
る
幼
児

※
0
歳
か
ら
の
教
育
相
談
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

平
或
竹
山
年

成
人
式
に
つ
い
て

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

平
成
日
年
の
成
人
式
は
1
月
7
日
間

に
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
で

「新
成
人
の
誓
い
」
を
発
表
し
て
い
た

だ
く
人
を
募
集
し
ま
す
。
新
成
人
で
ぜ

ひ
一
言
誓
い
の
言
葉
を
!
と
い
う
方
は

社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切
日
月
白
日

ω

消
防
土
募
集

消
防
本
部
消
防
総
務
課

(宮
③

0
1
1
9
)

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
内

の
消
防
署
に
勤
務
す
る
消
防
士
を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格

①
昭
和
回
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業

し
た
者
、
ま
た
は
平
成
日
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者

②
県
央
地
域
市

町
村
圏
域
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
、
居
住
可
能
な
者

第
1
次
試
験
日
月
5
日
制

(北
諌
早

小
学
校
)

試
験
内
容
教
養
試
験
・
身
体
検
査
・

体
力
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
日
月
2
日
同
j

日
日
何

(
当
日
消
印
有
効
)

採
用
予
定
人
員
若
干
名

※
申
込
用
紙
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
消
防
本
部
消
防
総
務
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

初
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

コ
ミ
セ
ン
(
干

8
5
6
1
0
8
3
6

幸
町
お
|
お
・
宮
⑭
3
1
6
1
)

初
心
者
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
ワ

ー
プ
ロ
機
能
(
ワ
l
ド
)
を
楽
し
く
学

習
す
る
講
座
で
す
。

期
日

H
月
7
日
i
ロ
月
ロ
日
、
毎
週

火
・
木
曜
日
の
全
日
四
時
間
午
後

7
時
1
9時
場
所
大
村
工
業
高
校

対
象
成
人
お
人
(
以
前
受
講
し
た
人

は
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
)
教
材
費

6
、
0
0

0
円
(
運
営
費
・
テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
、

①
氏
名

②
ふ
り
が
な
③
年
齢
④
性
別
⑤
住
所
⑥

電
話
番
号
⑦
講
座
名

「パ
ソ
コ
ン
講
座
」

を
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
目
月
幻
日
倒
必
着

際紛機参議診察織援護籍選謹菌欝踊圃幽

平
成
ロ
年
産

青
年
海
外
協
力
隊
お
よ

び
シ
ニ
ア
海
舛
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
説
明
会

国
際
協
力
事
業
団
九
州
国
際
セ

ン
タ
ー

(
2
0
9
3
6
7
1
l

8
3
4
9
)
 

説
明
会
の
日
時
・
場
所
日
月
初
日

間
、
午
後
6
時
加
分
j

8
時
必
分
、
市

コ
ミ
セ
ン
募
集
職
種
約
1
4
0
種

(
農
林
水
産
・
加
工
・
保
守
操
作
・
土

木
建
築
・
保
健
衛
生
・
教
育
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
7
部
門
)
募
集
人
員
・
期

間
青
年
海
外
協
力
隊

(
2年
間
)
:
・

約
8
0
0
人
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

(
1年
な
い
し
2
年
間
)
・
:
約
2

5
0
人

募

集

資

格

H
月
初
日
現

在
、
満
別
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
人
派
遣
国
約

ωか
国

募
集
期
間
日
月
日
日
制
j

H
月
初
日

側

資
料
請
求
方
法
募
集
説
明
会
で

資
料
・
願
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、

郵
送
希
望
の
場
合
は
3
9
0
円
切
手
を

同
封
の
上
、
住
所
、
氏
名
等
連
絡
先
を

明
記
し
て
「
国
際
協
力
事
業
団
九
州

国
際
セ
ン
タ
ー
一
T
8
0
51
8
5
0

5
北
九
州
市
八
藩
東
区
平
野
2

2

1
」
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

外
国
人
向
け
日
本
語
講
座

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

本
市
な
ど
に
在
住
の
外
国
人
の
方
々

に
1
日
も
早
く
日
常
生
活
に
慣
れ
て
も

ら
う
と
共
に
、
多
く
の
日
本
人
と
交
流

，仁

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
外
国
人
向
け
の
日
本
語

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ご
近
所
の
お
住

ま
い
の
外
国
人
の
方
に
ぜ
ひ
教
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
ま
た
は
近
郊
に
在
住
し
て

い
る
外
国
人

日
時
日
月
時
日
l
ロ
月
時
日
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
、
午
後
7
時
1
8時
加
分

場
所
コ
ミ
セ
ン
講
師
石
橋
陸
子

さ
ん
・
有
馬
ひ
と
み
さ
ん
内
容
初

級
レ
ベ
ル
の
日
常
会
話
を
9
回
に
わ
た

っ
て
学
習
し
ま
す
。

受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は

実
費
)
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
は

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
国
籍
を
明
記
の
う
え

「
大
村
市
役
所
企
画
調
整
課
干

8

5
6
1
8
6
8
6
玖
島

1
丁
目
お
番

地
」
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

m月
1
日
間
1
日
日
倒

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
・
カ
レ
ッ
ジ
学
生
募
集

い
さ
は
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ

レ
ッ
ジ
(
宮
③

2
1
3
1
)

国
際
的
感
覚
デ
地
域
を
見
つ
め
、
次

代
を
開
く
人
間
性
豊
か
な
技
術
者
の
育

成
を
め
ざ
し
て
、
平
成
日
年
度
の
入
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
同
カ
レ

ッ
ジ
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

-21-



市役所

ft53-4111 (代表)

長
崎
県
県
民
生
活
課

(
8
0
9
5

8
2
4
1
1
1
1
)
 

物
価
通
信
講
座

受
講
生
募
集

物
価
問
題
を
学
ん
で
み
た
い
と
い
う

人
を
対
象
に
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

期

間

口

月
j
平
成
日
年
1
月

学

習

方
法
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
自
宅
学
習
と

ス
ク
ー
リ
ン
グ

1
回

(
2
時
間
)
「
長

崎
県
民
大
学
」
の
連
携
講
座
と
し
て
実

施
内
容
価
格
と
物
価
・
流
通
と
物

価
・
価
格
の
決
ま
り
方
・
法
律
と
物
価

な
ど
受
講
料
無
料
(
た
だ
し
、
ス

ク
ー
リ
ン
グ
出
席
に
要
す
る
経
費
は
実

費
)
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に

「
通
信
講
座
申
込
」
・
住
所
・
氏
名
・

職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

「干
8

5
0
1
8
5
7
0

長
崎
県
県
民
生
活

環
境
部
県
民
生
活
課
」
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
日
月

初
日
制

※
受
講
の
決
定
は
日
月
末
日
ま
で
に
直

接
本
人
ヘ
通
知
し
ま
す
。

福
祉
の
現
場
で
役
立
つ

レ
ク
リ
エ
i
シ
ョ
ン
・

セ
ミ
ナ
!

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑮

1
3
7
6
)

福
祉
の
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
介
護
等
に
携

わ
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
開
催
す
る
実

践
版
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
時

m月
日
日
側
、
午
前
9
時
初
分

j
午
後
4
時
場
所
中
地
区
公
民
館

参
加
費

3
、
0
0
0
円

定

員

鉛

人
携
行
品
筆
記
用
具
・
運
動
が
で

き
る
服
装
(
昼
食
は
各
自
持
参
)

申
込
方
法
は
が
き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込

先
「
中
地
区
公
民
館
」
干
8
5
6

0
8
1
4
松
並

1
丁
目
2
4
6
1
5

(
宮
・

F
A
X⑬
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬

1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ
て

遊
び
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
凶
月
お
日
∞
、
午
後
2
時
1
4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

テ
l
マ

「
森
の
大
運
動
会
」
持
参
品
は
さ

み
・
ボ
ン
ド

手
揺
り
と
ド
ン
グ
リ
教

室
参
加
者
募
集

長
崎
県
民
の
森
「
キ
ャ
ン
プ
場

管
理
棟
」

(
8
0
9
5
9
2
4

1
1
6
6
0
)
 

日
時
叩
月
お
日
出
、
午
後
1
時
1
4

時
受
付
時
間
午
前
日
時
j

場
所

県
民
の
森

「山
菜
の
森
」「
昆
虫
の
森
」

内
容
さ
つ
ま
い
も
の
堀
り
取
り
・
秋

の
い
ろ
い
ろ
な
森
の
散
策
・
ド
ン
グ
リ

の
見
分
け
方
と
ク
ラ
フ
ト
作
り
な
ど

募
集
人
員
先
着
2
0
0
人

参

加

費

2
0
0
円

「
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
促
進
懇
話
会
」

委
員
募
集

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
懇
話

会
(
委
員
は
お
人
程
度
を
予
定
)
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
、
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
促
進
に
関
す
る
基
本
指
針
に

つ
い
て
、
提
言
や
審
議
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
(
会
議
は

3
1
4
回
程
度
開

催
予
定
)

募
集
人
員

3
人

程

度

資

格

県

内

に
居
住
ま
た
は
通
勤
(
通
学
)
し
て
い

る
人
で
、
自
分
で
応
募
す
る
人
任
期

目
月
か
ら
平
成
日
年
3
月
末
ま
で

選
考
小
論
文
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

応
募
先
「
長
崎
県
県
民
生
活
課
干

8
5
0
1
8
5
7
0
長
崎
市
江
戸
町
2

日
」
応
募
期
限
目
月
日
日

ω

(
当
日
消
印
有
効
)

※
詳
し
く
は
、
市
企
画
調
整
課
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

竹松駐屯地

創立48周年記念行事
日時:10月8日(日)
9 : 00~15 : 00 
場所:竹松駐屯地
内容:フリーマーケット(どな
たでも出庖OK) ・訓練展示・ア
トラクション
皆様のお越しをお待ちしています0

・問い合わせ
竹松駐屯地Te1.52-3141

「土木の目」1 1月18日は、

長崎港クルージング
期日 11月19日(日)

時間:第1便 13 : 30~14 : 30 

第2便 15: 00~16 : 00 

場所 長崎市・大波止ターミナル桟橋発着

(大波止ターミナルまでの送迎はありません)

応募方法 往復はカずきに、参加者氏名・住

所・年齢・職業・電話番号・希望のf更を明
記のうえ、 「干850-0056長崎市恵美須町4
5NBCシーサイドビjレ9 九州広告土木の

日長崎港クルージング係J (電話095-821-
8195)まで申し送んでください。

参加費無料

定員 300人 (応募者多数の場合は抽選)

応募締切 10月20日(金)

市土木課(内線421)

-22-

土木現場見学会
土木工事現場を見学するパスツアー

-置置彊m.

期日 11月19日(日)

時間午前8時45分大村市役所玄関前出発

コース 大村市役所→女神大橋建設現場→オランダ坂ト

ンネル建設現場→長崎港クルージング→今村川改修事業

現場→大村市役所着

持参するもの 筆記用具・水筒

応募方法 往復はがきに、参加者氏名・住所・電話番号

を明記のうえ、 「干856-8686玖島1-25大村市役所土木課」
まで申し込んでくださし ¥0 子供だけの参加は中学生以

上に限ります)

参加費 無料(昼食は準備します)

定員 45人(応募者多数の場合は初参加の人を優先します)

応募締切 10月27日(金)

t、



市役所

ft53・4111(代表)

3
5
 

F
一一刻首疋

置申し込み・問い合わせ

なかちく公民館後期講座
853・1376
干856-0814 松並 1丁目246-5

-・・・・E選童書 -・・・・・・.. ~-雪国圃圃圃圃

.申込方法

往復はがきに住所・氏名・年齢・性別・電話番号・希望す

る講座名(1枚に l講座)を書いて申し込んでください。

申込多数の場合は抽選になります。

-・・・・E語園面圃・・・・

-受講料 無料 (教材費は実費)
・申込期限 10月10日(火)必着

甑 E翠覇軍事震暫置関謂盟国

子どもにまみれて 子どもたちの豊かな成長を願って、 10 月 16 日 ~11 月 27 日

ボランテイア 人形劇の製作 ・上演を一緒に楽しみ 毎週月曜日 7回 成人15人 おはなしの会

ませんか。 13 : 00~15 : 00 

女性のための 婦人を取り巻く身近な事柄について 10 月 18 日 ~12 月 6 日

いまどき講座
学習し、魅力ある女性としての生き 毎週水曜日 8回 婦人30人 各分野専門講師
方を探ります。 10 : 00~12 : 00 

ナイター 畳間忙しい方のために、 夜のおりが 10月 18 日 ~11 月 22 日

おりがみ教室 み教室を開催します。 毎週水曜日 6回 成人20人 松山薫
19 : 00~21 : 00 

フォトハイキング
近郊の自然の中に出かけて、軽くハ

10 月 21 日 ~ 12月 16 日

イキングしながら写真を楽しみます。 第1・3土曜日 5回 成人20人 専門講師
10 : 00~12 : 00 

高齢者のための 心豊かに、いきいき生きるために、 10 月 13 日 ~12月 22 日 60歳以上
峰ひとみ

フレッシユ大学 高齢期の健康づくり ・生きがいづく 毎週金曜日 10回 の男女

りについて楽しく学習します。 13: 30~15: 30 40人 他専門講師

大村市陸上競技記録会兼中学新人大会

.期日 11月4日(土)、午後2時30分

.場所 市営陸上競技場

.競技種目

[小学5・6年生男女1100m. 1，000m・4X100mR.走幅跳・
ソフトボール投

[中学生男子1100m. 200m. 400m . 800m . 1，500m . 
3.000m. 100mB. 110mB. 4X100mR. 4X200mR. 

走幅跳・三段跳・走高跳 ・棒高跳・砲丸投

[中学生女子1100m. 200m. 800m . 1，500m . 80mB. 
100mB. 4X100mR.走幅跳・走高跳・砲丸投

.参加資格 陸上競技に耐える体力があり、児童生徒に

おいては保護者の承諾を得た人。市内外は問わない0

.申込料 無料

.申込期間 10月5日(木)-19日(木)必着

.申し込み・問い合わせ

[小学生 ・市外中学生]

大村市陸上競技協会・ 富永(池田2丁目625-5Te1.53-5004) 

[市内中学生]

桜が原中学校内 川口(桜馬場2丁目287-1Te1.55-1166) 

品人リノ
4
小

日
「
I
A

U

…毘九円ニ巾

ソフトボール(男手)

~'-. """'.，' 
-FaJHJdvF?1 

f 古典 でJ 叩 ヨ

バレーボール(女子)

三浦 今村町 ・日泊町 三浦 溝陸町 ・今村町

鈴 田 小川内町・岩松町 鈴 田 陰平町 ・小川内町

大 村 上久原町・田の平町 大 村 木場町・須田ノ木町

西大村 松山町第2・植松1丁目 西大村 協和町・古賀島西

竹 松 竹松本町第1・大川田町 竹 松 鬼橋町 ・富の原1丁目

萱瀬 宮代町・荒瀬町 萱瀬 黒木町 ・田下町

福重 沖田町・今富町 福重 沖田町・今富町

松 原 宮本町・浦二区町 松 原 梶の尾町・南野岳町

忽04カヌ;祭E7J
開催間近ff
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九州ガス(株)大村支届
fi53-3320 



市役所

ft53圃4111(代表)

決秋ま
まの沼
り農年
ま作
し業
だ賃
金
が

稲
刈
り
や
み
か
ん
収
穫
と
い
っ
た
秋

の
農
作
業
の
た
め
に
人
を
雇
わ
れ
る

際
に
は
、
次
の
賃
金
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

(
単
位

稲 ;:l.IJ 脱穀 籾摺り 一般農作業 田耕起料

手作業 機械
袋l/1、

俵 子作業
裏作用

H日食当事(8た時なり間し
3O << 60 

1E日食当事(8た時なり間し)) 1(0 食a事当なたしり) 
kgス

kg lOa当たり

当たり タl 
当たり

プ日ヨヨ 女 バインダーコンパイン プ田ゴ 女

5，500 5，500 
7，000-10，000-

350 600 5，500 5，500 
6，000-

8，000 12，000 6，500 

※

一
般
農
作
業
に
は
、
み
か
ん
収
穫

・
人
参

堀
穫
り
等
を
含
み
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会

(内
線
3
5
1

円

①道路にはみ出して設置したごみ箱

②道路にはみ出して設置した自動販売機

③道路敷地内の広告看板設置

④建物への乗り入れ用に道路にはみ出して設置した鋼銀

④については、建物敷地を道路面まで切り下げるなどの工事

で対応してください。建物の前に歩道がある場合は、歩道の

切り下げ工事が必要になりますので、 工事に入る前に、市土

木課管理係へ道路工事施工承認申請書 (所定の様式あり )を

2部提出してください。

市道路敷地は公共のものです。
不法占用はやめてください。
道路敷地内の個人の占用物は、原則的に認めていません。
ただし、カーブやミラーや埋設管など生活上やむを得ないものについ

ては、道路占用許可申請を提出してもらい、一定の条件を付
して占用を許可しています。なお道路上空の看板等も許可が

必要ですO
しか し、道路交通に支障を及ぼし、危険を伴うものについ
ては許可できませんので、もとの形状にもどすか、または撤
去するようにしてください。なお、 よく見かけるもので次の

ものは許可できません。 土木課 (内線421)-置置彊m.

大村ふるさと塾

私たちが住む大村の野岳湖周辺を舞台に、子供たちが自分の足で

大村の歴史や文化に触れ、美しい自然を感じてもらい大村の素晴し

さに気づいてもらいます。また、おじいちゃん、おばあち ゃんとの

ふれあいと親子とのふれあいを通して、子供たち自らが 「思いやり

の心Jを育むことと「郷土を愛する心Jを芽生えさせることができ
るような、 l泊2日のキャンプを開催します。

参加者募集
10 月 14 日 (土)~15 日 (日) (1泊2日)
14日15: 00~ 1 5 日 15 : 00 
市内の小学 1~6 年生および保護者
野岳湖周辺

500円 (宿泊費・保険料など)当日持参

10月7日出(当日参加不可)定員になり次第締切

時

対象

開催場所

参加費

申込締切

日

内容 :3世代交流を通して
体験学習・探索ウオ←キング

飯盆炊飯・深j呈イ義太夫紙芝居など
軍司贋困層国吉田富署寝耳・

852・6391担当 :山田 ・白JII大村青年会議所

24-

合 (52)3066

.e..¥ 



市役所

ft53-4111 (代表)

平成12年度全国中学校総合体育大会に出場した郡中
学校バレーボール部 (男 ・女) ・剣道部の皆さん
(8/16・市役所)

第55回国民体育大会夏季大会に出場する大村市の
監督・選手の皆さん (8・31・コミセン)

第45回九州吹奏楽コンクールに出場した
郡中学校吹奏楽部の皆さんは/3・市役所)

L.ー圃
平成12年度九州中学校体育大会・全国中学校総合
体育大会に出場した各中学校の皆さ ん
(8/3・コミセン)

平成12年度全日本少年武道練成大会銃剣道の
部 (小学 5. 6年生女子の部)で、準優勝し
た大石ひとみさん (三城小5年生)

平成12年度全国官公庁野球連盟第51田中央大会に出
場した大村市役所チーム

( 8・31.市役所)

担且m5\咽圃.~ ，・a皿・・... . ，&，.， ... 島 L 吉弘圃圃孟ー園田園

第23回全国JOCジュニアオリンピックカ ップ夏季水
泳競技大会出場・第14回桜島・錦江湾横断遠泳大会
に優勝したウォーターメイ ツスイ ムクラブの皆さん
は /22・市役所)

(8/11・市役所)

第23回全日本おかあさんコーラス全国大会に出場 した大村カ
トレアコーラスの皆さんは/9.市役所)

第35回西日本都市職員剣道大会で優勝した大村市役所チ ム
(8/31・市役所)

建築主の為の麦援システム 建物のオペレーター
建築の構想段階から完成後の維持管理まで建築主のサポート役としてその為だけに
徹する全国にも数少ない監理専門の会社です。あたりまえと思われている建築の設計
と施工の仕事不思議な事ばかり・・ ・ 是非お気軽に資料をご請求下さい

育限会社アイ.工ム.工ム建築監理事務所 代表取締役泡田充正

TEL 53-3552 FAX 53-3255 E.mail:immnaga@mocha.ocn.ne.jp 
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市役所

ft53・4111(代表)

最近修復されて同バス停の横に建てられています。

これには正面に「鹿島祐徳社マデー里余J、左側
面に「本城ヲ経テ大村ニ至jレj、裏面に「大野贋

平二至ルj、そして右側面には「明治四十四年木

庭青年同志奮建之Jと書いであります。鹿島や
祐徳神社と大村の聞を通る旅人などに示した道標

で、明治44年に地元の青年達が建てたことがわか

ります。人の往来が盛んであった証拠といえるで

しょう。

大村市の皆さん、しあわせ街道 (平奇・黒木トンネル)

を通ってぜひ鹿島市におこしくださし、。

-予約・問い合わせ

鹿島市役所商工観光課Tel.09546ふ3412

大村市の皆さんこんにちは 1佐賀県鹿島市からのお便りで

す。

さて第4回目の話題は、 「古い道標Jのことをとおして、
昔の交流についてお話し します。

平奇・黒木トンネルが開通して大村市と鹿島市の交

流カf盛んになってきましたが¥ それまでも多良岳

の山道を通した交流は仔われていたのです。交流

が、少なくなったのは、車での移動が主になったこ

こ数十年の間だけのことです。

トンネルの鹿島市側出口の能古見地区の人に話し

を聞くと、以前は大村市の人達が多良岳を越えて

訪れていたそうです。特に祐徳稲荷神社のお祭り

には多くの人がお参りし、平奇温泉には湯治のた

めにミソやしょうゆを持参して一週間以上滞在す

る人もありました。またこういった物見遊山だけで

なく、商売の人もごく普通にこの道を利用していたよ

うですし、戦前大村市にあった陸軍の部隊が、夜行軍で

鹿島市まで遠征したこともあったそうです。

このことを裏付けるものとして、一基の道標があります。この

道標は、昭和の初めまでは現在の三河内バス停の前の道の中央に

ありました。その後、道路の拡幅などでわきに移されていましたが、Y
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... SEAHAT INFORMATION ... 

4恥
長崎街道物語 、画面F

「古渡り峠J19f~~~ 日圃
長崎出身の劇作家

岡部耕大の作・演出
開場18: 30・開演19: 00 

圃チケッ卜 1，000円 (会員900円)

{全席自由 <キャスト〉佐藤允・岡本舞・白石奈緒美ほか

JBL(男子公式戦)松下vsアイシン

10月29日圃 10: 00開場
メインアリーナ・ 15: 00試合開始

:・オーフ。二ンク
1 11 ・ OO~郡市対抗中学生バスケ ッ トボール大会女子決勝 !
1 12 ・ 30~郡市対抗中学生バスケ ッ トボール大会男子決勝 i

.チケット[全席自由]

大人 2，000円
中高生1，500円
小学生1，000円
親子 2，500円(大人1人小学生以下1人)

{チケット取扱]
市内スポーツ庖

シーハッ トおおむらスポーツ棟事務所

結成37周年、世界一優雅な室内楽アンサンプル ープン 2周年記念

「グァルネリ弦楽四重奏団」
特別演奏会

10月28日出
さくらホール

開演19: 00 

置チケット[全席指定]

3，500円 (会員3，000円)

メンノTーの
スタインハート氏が

今秋公開の映画、
「ミュージ ック ・オブ ・

ハート 」 に出演 !

[プログラム}
モ ツ7ルト 弦楽四重奏曲第21番二長調K.575

4恥

w 

メンテルスゾ ン 弦楽四重奏曲第 1番変ホ長調作品12

スメタナ 弦楽四重奏曲第 1番ホ短調「わが生涯よりj

主催 :大村市音楽団体協議会・おおすみ会・テレビマンユニオン

「パシフィック・ショーケースj演奏会

10月4日[ZRJ市民会館
開場18: 00・開演18: 30 

※入場券は 1人1枚限り。配布は先着順です。

陸盤璽E
ただし、定員を超える場合は、お断りすることもあります。
入場券配布場所:シーハットおおむら

[プログラム]

「アメリカン・パトロールJ["セントルイス・プル ス」
「シング ・シング ・シング」 ほか

L ‘ 午前9時~午後1叩O時.月曜日休館 E ， 
フジカラープリント 記念撮影 d駐~ ~
カメラ・ビデオカメラ証幅亘讐鞠 悶 お車でどうぞ

デジタルカメラ 出張揖影 E罰酢茸官事長壬2柿I:~-・両面而副~・"'・I':III. IM: IIU副民軍同・0'盟

-27-
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司

第3回
イコポートフェア畏w奇In文樹
10月20日(金)--22日(日) tIE坊主主珊
10 : 00--18 : 00※最終日は17: 00まで
場所:シーハットおおむら

ワイン、キムチ、雑貨、アクセサ

リ一、衣類、家具など30か国以上

の世界の国々からの品々が会場い

っぱいに展示・即売されるほか、

輸入車の展示や人気TVキャラクタ
ーショーなど楽し いイベントも盛

りだくさんです。

ご家族お揃いでぜひご来場くださし'0

.問い合わせ
インポートフェア長崎 in大村実行委員会事務局

T 81.095-823-6071 Fax. 095-825-3534 
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調査票!こ記入しなくっちゃ!そうだ、!

2000年国勢調査は、
日本に住んでいるすべての人が参加する一大イベントです。

010月1日現在で調査票に記入してください。

。住民登録とは関係なく、ふだん住んでいる場所で調査します0

0あなたの調査票は、国の施策やまちづくりのための

大切なデータになります。

.~童虐唾曾
平成12年10月1日(日)

総務庁統計局 長崎県 | 
-世帯数32，544世帯 (+110)
f広報おおむら」は再生紙 (古紙40%) を使用 しています。

-人口 85，916人 (+302) ・男 41，367人 (+153) ・女44，549人 (+149) 
※8月31日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )
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